
【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化に向けた単元づくり

西宮市立上ケ原小学校（兵庫県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

単元の計画を児童と共有して見通しを立てる 情報を集約して他者参照がしやすい環境

クラウドで状況を把握してフィードバック【事例①】６年 国語科
【教材名】「やまなし」「(資料)イーハトーヴの夢」
【留意点】
・叙述を基に意見を出すことを押さえた上でICTを活用。
・児童が学び方（誰と、どうやって、どのように学ぶか）を
選択できる環境づくりと事前指導。
・自分の考えを出す手立てとして、見通しを持たせ考えを
出すヒントとなる資料「学びの道しるべ」の提示。

クラウドを活用して児童の意見を集約した。その上で
他者参照をして、学級内でつながっていく場面が多く
見られた。
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